


[特別寄稿]
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森林ジャーナリス ト 轟中淳夫熙

私は生駒山の大阪側に生まれ育ち、現在は生

駒曲の奈良側に住んでいる。だから「生駒港の

裏も表 t)知 つている」と豪語するのだが、子供

の頃に遊んだ生駒曲と現在の山は、llt分 と違つ

てきた。 もつとも大きな変化は、景色だ。子

供の頃に登つた生駒山は、尾根近くになると草

原が広がつていた。 しかし、現在は頂上の遊園

地の周りまで完全な森林になつている。それも

落葉続林から照葉構林へと変わってきて、かな

り暗い森が増えた印象がある。

それだけではない。数多い様議が竹林に覆わ

れたり、段々畑が草ぼうぼうのブッシュになつ

た様子を目にすることが増えた。畦道によく咲

いていた野花が見られなくなり、なじみのある

昆虫も姿を消してしまつた。ため池の魚も、い

つのまにかブラックバスばかりになつている。

藁葺き屋根の家はなくなり、四季の行事も行わ

れなくなつた。

生駒彙は典型的な里山だが、その世界は人が

常に維持管理することを前提に存在する。人の

営みが縮小したり妙な手を力Eえ たりすると、里

山も変貌する。景観は悪化するし、農林業と結

びついた里山の文化も消えていく。

それのどこが悪いのか、という意見もあるだ

ろう。そんな変化も自然ではないかと。その

とおりだ。変わつてしまつた景観も自然である。

それが良いとか悪いとかとい うのは人間側の勝

手な思いにすぎない。

ただ、これまでの翼に優 しく安らぎを与えて

くれた景観が、あまり好ましくない景観 :こ 変わ

ったら、人|ま あえて近づこうと思わなくなるだ

ろう。身近な自然である里曲への興味が失せた

ら、自然そのものに対する種心t)薄れるに違い

ない。

関心0ない自然が、どうなつても興味は持て

ない。仮に琶の前で破壊され始めても、あえて

異議を挟む気になれないのでiま ないか。汚いサ::

や池は埋め立てられても平気だ。歓連するかも

しれないぅ見た目の悪い森が伐採されて t)、 日

当たりがよくなり、虫が出なくなると喜ぶかも

しれない。そして気がつけば身近な自然はなく

なつていく。

そうなった時、人の心はどうなるだろう.聞 々

尋に入る景色は、無意識に情操に影響を与える

はずだ3

塁熱は、千数百年の長き:こ わたつて日本人の

生活になじんできた世界だ。そんな里山がなく

なつた時、日本人の精神も文化も変化する可能

性がある。それは好ましい方向だろうかっいや、

それだつて人間機の勝手な思いだろうか……Ⅲ

け1中 敦夫氏 (森林ジャーナリスト。1959年生)

多彩な取材から 現在の森林・林業の現状と解説・提言の書を世に聞うたり、講演活動による啓発に

も力を注ぐ 気鋭の森林ジャーナリスト。『「森を守れJが森を殺す』「森林からの日本再生」 改定増補

版「今里山が必要な理由」等多数。増補版は、『 ―読目からうろこ i』 と書評にありました。  今回は、

特別に寄稿をお願いしたも約です3(阿部和生)



典元気で構参 ∫

お元気ですか

杉本 登

私は昨年から奈良県西部の某き治会の自治会

長を tノ ているo我が自治会も高齢化率は 36%
と非常に高いので、高齢者の方々の健康増進 と

生きがい作りが重要な課題である。私 |ま 自治会

の老人会や同好会の場で二つの提案をシルバー

の皆さんにしている。一つ |ま車は使わずにでき

るだけ歩きましょうということ。二つ目は積極

的にボランティアをしましょうと提唱 している。

足は第二の心議といわれるぐらいで、歩行は

ダイエット効果だ|す でなく、心肺機能強化や脳

の活性化などほとんど全ての成人病に効果があ

る。ボランティアのいいところは話す伸間がで

きることであるc高齢者になり年金暮 らしにな

ると社会 との接点が少なくなり、人と lプ やべる

機会が少なくなる。TVばか り見ていればコミ

ュニケーション能力も失われてボケるのはあた

りまえである。特に高齢者の 1人暮らしは話す

人もいないので積極的に外に出てしゃべる機会

を増やすことを勧めている。 どちら1)習 慣化す

るとおつくうでなくなるし、むしろ楽 しくなる

のである。

今思うこと

甲斐野 幸一

皆さんこんにた)は、会設立 10年が過ぎまし

て、一区切 りのごとき10年を振 り返 りますと、

余りお手伝いできておりませんが、多少の紆余

由折があるにせよ皆さん仲間たちの自然を愛す

る気持ちが全てのことを前へ前へと良い形で進

めたようです。そして多くの自然との触れ合い、

多くの仲間、人々との出会いがあるように思い

ます。

6年前にチ ョッ トした油断からキノコ中毒に

よる臨死体験をさせて頂いた身にとつては、今を

生きているのではなく、生かしていただいている

との感を常に思 う毎日であります。 春の草花の

香 りや新緑に生命の偉大さを感 じ、さえずる小鳥

に声を掛けている自分を笑つています。

ほんの些細なことが大きな変化をもたらす事

があるのだとの教訓を胸に、大地を踏みじめ巨

樹との出会いに胸ときめかせ、微々たることで

も自然環境保全に役たちたいとの想いに、これ

からの時間を楽しみに歩いてお ります。(仙人で

はありませんが 1)

さてさて数百万年を生きてきた人類はどこへ

向うのでしょうか。

９
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平成 議8年度奈良県環境保全暁労資を受賞

「奈良 。人と自然の会」は、23年 6月 22日

奈良県庁知事室で平成 23年度 「奈良県環境保

全功労賞」表彰を受けました。長年にわたる

自然環境復活・保全活動や環境学習・環境教育

の推進 等に隣して顕著な功績があつたと評

価され、受賞となつたものです。奇 しくも

今年度は、「会」創設 10周年を迎える記念すべ

き年であり、こうした評価・栄誉をうけたこと

は、会員諸氏の高い志と実践活動の賜物である

と思われます。

阿部会長、りi:井顧難、古り|1幹事が授賞式に出鷹し、他の 2事業所、 1団体、 1個人と共に受賞しま

した。 荒井知事から当会のこれまでの活動に対 しねぎらいのお言葉をいただき、「ボランティア活

動を重視 したい」とのお話 しがありました。
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夏の匂いは雲にのつて

谷り!1 雅邦

季節の大地にはそれぞれの顔がある

忘れかけていた新 しい夏の光と香 り

人の心を虜にする自然の匂いとともに

ほどよく大地にブレンドした自然の味

照らされる太陽に天に届けと向日葵が笑 う

雲ひとつない碧い空に心は晴れておどり

天空を駆け巡る飛行機雲の行方に眼が泳ぐ

乾く喉にり||のせせらぎで水遊びを楽 しみ

本陰を求めて元気に飛び交うつばめたちよ

さあ我らC)夏 よ明日に新 しい思い出作ろう
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*な らやまで賞状を囲んでみんなで喜びました *



6舞 度オプシ事ン行事 響場 生 奪著 道
6溝 28毒 は心西こされた降雨もなんのそのi夫靖そのもので 35度の猛暑となりま l′ たが、

21名 の参施を得て予定通 り行わま′ました。 」R鍾鉄奈臭駅よリバスで 5舎 分ゆられた

′)ち擁生上バス停にて下車。東海毒然歩道を忍辱蕪、藝裁寺方面に義かつて義発 し́まし

■

もと舞生藩財政の立て直しをし́た家老小二:賽 氏の量敷であつセが終戦後 I_l簿 荘人が

奮有、後に奈良華に寄贈されたという1毒
‐2‐ 生藩家老屋敷での覇劣挨警ではシエア塞然大

学校会報の案内を見て面白そうだつたので参考ョしたが撃生:ま 4多 年前 !二 会社の葺療と来

て以来という方、奈農・入と塞然の会へつア、会を考えて1ヽ るが一度体験したいので参歳

したという方もみえていました。柳生一族の墓地がある芳徳寺、糠生十兵衛が 13,6G舎

人のF電 弟を鍛えた道場であつた二本坂道場を経て現在 :ま桜を幸心とした公慶になつて

いる擁生障塁跡で昼食c記念写真をとりました。

はじめの計画で

はここで柳生花 し

ょうぶ園に入 り、

途中の大柳生バス

停まで歩 くグルー

プと最後まで歩 く

グループに分ける

ことを考えていた

が、猛暑を考え全

員大柳生バス停ま

でとし、菖蒲園で

500種類の菖蒲と
|」111■

=‐
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50種類あるというあじさいを楽しむこととしました。

ほうそ うよけに作られたとい う3mの石仏があるほうそ う地蔵でしばし休憩、そして

このコースでの最大の難関である急激な上りと下りをこなし、柳生の殿様が馬上から洗

濯中のおふじと頓知問答の末、妻に迎えたといわれるコマン井戸 (おふじの井戸)、 そ

の本堂が鎌倉中期 (重文)のモデル的建物であるとされる南明寺t夜支布山口神社を経

て大柳生風からバスに乗車、奈良駅に帰りつきました。奈良駅近くの反省会では今回は

バスの時間と本数の制限があつたとは云え、せわしいスケジユールで自然観察に時FElを

さける余裕がななつたこと等指摘もあり、今後のFll会手配の参考にしたいと考えます。

参加のみなさん本当にお疲れ様でした。

(担当 :菊川、板橋)(文責 :板橋)

4



7月 誕会 千光寺から病霊輪森 『薇ジ::鯰涯隆

7月 13圏 (水)0時 30分 近鉄 「元無上国駅」集合

参驚者名 :り :1井 、り|1岸 (美 )、 小森、小嶺、永灘、勝藝 (

快晴  幹事 :

2)、 本村、豊島

本村 裕 。豊島すみ子

(9名参加)

百 日差しの中、元山上国駅を出発 しました。

私が今 琴参議 した 1つの目的はスが好きでなく

名前もほとんど知 らないので、虫薄士の本村 さ

んからいろんな議を聞いて少 しでも虫と近づき

になりたいと思つたからで した。

細かいタイムスケジュール表をいただいた。

これから約 10キ ロと身構えましたが、ほとん

どが樹陰の中だと闘いてほつとしました。  J
少し歩くと早速アクラスズメの幼虫に t― 会|

ました。

幼ふにセプマオウの葉がほと

んど食べ黒 くされていま し

ムた。これ|ま今までよく見てい
た虫でヒンたが、初めて名前が

分かりました。これにすま毒まま

ありませんとのことでした。

l番危ないのがチャドクガの幼

りもア リジゴク

を掘 り出 ヒンてみ

t′ たc紙の上に

した。やは りあ

い い も の で は

ないですね。

カラスアゲハが優雅に飛んでいました。 日に

当たつて黒の背が紫色に光つてきれいでした。

清滝石仏群で滝の近くの消えかかつた線刻仏

を見ました。草の陰にもあると教えていただき

ました。もう少しすると草に覆われて見えなく

なつてしまうと思いました。

オオムラサキを一人だ|す が見・つ:｀ナましたぅ

みんなうらやましいなあと思つていまヒ′た。

千光寺 (役小餐が轟上ヶ岳ぐ)護 に修業したと

ころで元ユ1上 という)にお参 りしました。

鳴り|1峠で昼食だつた。ここは達が多く虫よ:す

が必須です。虫博士には寄 り付かないようで、

平気な顔でヤンた0誰かがシヤク トラムシを見つ

|す ました。早速本村さんがまた素手でつかんで

みんな :こ 「かわいい顔 してるでしよJですつ

て llそんなわ :「:な いですよねご

食事の後の登 場:ま しんどかつた |ナ ど、ず うつ

と轟陰だったのでよかつたです。途中大阪平野

が見えるところが 2か所ほどありました。下り

もゆつくりで、枚岡神社の階段を降りたところ

が枚岡駅でした。暑いアスファル ト道を歩いて

駅に行くと思つていたので、最後まで得をした

感 じでした。

次に出会ったとい うよ

の家からア リジゴク

鱚 像I曇 [lIIi

載せてみんなで見ま

Aノ ま り気 持 ち の |

虫だそうです。

本当に有難 うございました。 (文 :勝調 緑)
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ならやまプ理ジェクトロレポード R3年7月

6月 23日 (本) 晴れ 参加者 44名

本 日はジャガイモ祭 り lイ モ畑の 2/3を収穫

する。ダンシャク、キタアカリ、アンデス、メイ

クインと4種類のジャガイモが ドッサリ。お昼は、

とれとれのジャガイモで作つたカレ=ラ イスが大

好評裡に完食。残つたイモも即 日完売となった。

里山グループはコナラのナンバ リングと補虫テ

ープ貼り。ならやま自然の森のパ トロー路の笹刈

り。景観グループは、吉岡先生を迎え、自転車道

沿いの植樹の現地調査と打ち合わせをした。

6月 22日 には奈良県知事から「奈良県環境保

全功労賞」の表彰を受け、シニア自然大学校から

取材のため広報担当者など3名 の来訪があつた。

7月 14日 (本) 晴れ  参加者 39+17名
7月 ～ 8月 はサマータイムを実施。活動は午前

中のみを原則とし、 8時からの活動も可とする。

佐保台小学校 5年生の「田園の生き物観察会」

稲の分業 (ぶんけつ)、 ヤゴ、 ドジョウ、アメンボ

を見つけて記録 した。景観グループは「彩 リプロ

ジェク ト」 3号地の笹刈 りに着手した。

7月 16日 (土) 晴れ 参加者 25+10名
教育実習生 10名 が参加 して、コナラの樹径測

定およびシイタケのホダギの天地返 しに従事。農

園では、夏草との戦い、里芋畑への潅水など水枯

れ対策と地道な努力が続く。

景観グループは刈払機 7台を総動員 して、植樹

予定地の笹刈 りを展開、計画のほぼ 2/3を完了。

14碁:

鳳i
6月 30日 (木) 晴 参加者 23猛 、

本日は雨天予備 日。コナラの樹径測定開夕台。

7月 7日 (木)雨天で活動中止

茄子クラブ有志は雨の中、茄子の摘果、

(藤 田 記 )

颯
|:葺 ::11:]3:「 | 

‐
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*な ら侍ま霊鵡棒花だより* 吉村 さつき

7層 14爵 、クズ:ま F照 りが強
=｀

時は、■つばい業裏を太陽に■:け て反射させ、少しで

)ヽ水分を保存する為の塞己防衛をするそうです.

ハングシヨウiま きく色づく葉が涼 しさを感 じさせてくれます。

胃花警になるとあまり曇立たない花の代わりに、茎上部σ)葉が付 :す根から白く変化しま

す.非常に轟立つ姿になり昆虫を呼んで受粉をしてもらいます。

受粉が済むと又元の姿に戻ります。

植物って凄いなと感をします.

名前の轟来は、「半夏生」(太陽の黄経が1003)に なる頃:こ花を咲かせるとか、葉の

一部を残して白く変化する様子から「半化粧Jと 言われるそうです。

[草 花]ツエクサ、ニノコログサ、イヌビユ、

ォォバコ、ヘラオオバコ

I花 壇]百 目草、ヒマフリ、ヒメヒマフリ、

タチアオイ、オミナエシ、ギボシ、

ハングショウ、ヒオウギスイセン

[ビオ トープ近辺]マ マコノシリヌグイ、ヌマ トラノオ、

セリ、カヤツリグサ、アメリカアゼナ

*な らや ま の 鳥 だ よ り *              小藝 久美子

7男 11画 .菊 ;||さ んと廻り、10種 22羽確認cい きなりの猛暑のためか今季最低の

数でした。

魏聘診畿鯰兆淮瞼眩熾咸♭は一許



'3をいけ盛"晰 轟場をグシジ崚夕形

この 3澤 、哀:後 電争藤警ほど “ならやま"で、

デンジホタル が飛び交うのを 感謝を込め目:ぎ

めることができました。昨年は、生′奢確 認 で

したが、今年まま着実にふえてきていると実感 し

ました。見学・観察で止め 捕獲鐘、 しないで

見竜ュ K墨          :l
[ホ タル :ま 自然環鏡のバロメータ]睦生、水

生にもかかわ らず、 ホタ

1等
1亀

F通量易[ム量場進
息する上でも、好適な環

鏡であり、そのことは人

間にとつても優れた環境であるといえるようで

すc

体耕田や農薬を散布 しない、あるいは制限し

ている水国では、ホタルの発生数が多いとい う

事実があります。水躍や用水路に生息するカワ

ニナの生息が大切なのです。

lな らやま」で実施 している水田|ま 、長年続

いてきた稲作暦に近い栽培がおこなわれていま

す。そしてその環境は、水田の下 (し も)に湿

地があり 通年湛水するビオ トープが控えてい

て 「水路が」がそれらを結んでいますc乾 田に

されても水生生物が育つ水田から、逃げ込むこ

とのできる水路があり 居場所が確保されてい

ます。素晴らしいことです.

近代農業は、早生品種の導入による水 lll管理

の暦が変化し 中千 tノ の時期も早まり、冬は水

を落とした乾田にするなどの栽培形態です。圃

場整備は三面張リコンクリー トや、塩 ビ管の水

路に代わり、栽培のときだけ導水する仕組み、

作物だけを育てる装置が現実です。

トンボやカエルなどα)生息に大きな変化が生

じています。アキアカネなどの トンボは、稲メ号

後の水圏 (湿気のある)に産卵 lン 、そのなかで

阿 部 誕 生

育つたヤゴは、初夏に羽化 して トンボとな り

11に 入り秋にまた水壁に戻るのですGネ轟が乾

燥 していては産卵ができません。カエルの場合

もそ うで、水稲栽培のサイクルの違いからダル

マガエルや トノサマガエルが姿を消し、アマガ

エル、シュレーゲルアオガエルしか見られなく

なつてきています。用水池の縮小は、モ リアオ

ガエルの生慶、地を奪います。里彙は、人手が入

ってこそ豊かな生態系が保たれる そ うした事

が、回りまわつて人間社会に よりよい影響を

1)た らす と考えられます。

かつての 「田んぼ」が育んでいた多く″)生物

の存在に思いをはせ、さまざまな生態系が消え

去らない様に 考えてみることも大切でしょう。

「自然と共生する世界」は、里山の再生からも

生まれると思います。生物の多様性、豊かな生

息環境を整える事にも繋がります。

多くの人が春Bみ 楽 しみにした道端のホタル

ブクロが切 り取られ持ち去られました。この無

残さは、残念・悔 しい限りです。ゲンジホタル

|ま 、いじめないで 1捕獲 しないで :と 願わずに

|ま 居られません。数年後に一帯に舌L舞する [ホ

タル観賞会]を開きたいものです。

参考文献

鷲谷いづみ著 自然再生 (中公新書 )

轟中教夫著 今里山が必要な理義 (洋泉者) 他
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◇◇◇ 争マノスズウ講とジャ襲争アゲ轟 ◇◇◇

菊 |:: 年 勇

君、の家 |ま佐保 ili分群にある。東大寺の大仏殿がほぼ真東に望め、音あつた としヽ う大仏鉄道の終

点の大仏歌跡 とい うところが近 くにある。 この透 りげ)佐保j::堤 に 1ま数箇所 ウマプスズクサ とい う

蔓性の種携が生えているところがあ 響、これ,を舞虫こ)食草 とするジャコウアゲメヽが見られる。ジ

ャコウアゲハの幼虫はウマノスズクサかオオウマ ノスズクサ しか食べない。 この 2種類の種物 f)

生えているとこ夕 ま局限されているので、ジャコウアゲ⌒の発生す る場所 1)局 眼 されている。

ウマノスズクサもジャコウアゲハも、いずれ t)か な り珍 しい植物であ り、昆虫であるcこ の場

所に :ま 奈良県野生生物保護委員会ほか 2睡体の連名で 「ジャコウアゲハを守るためにウマ ノスズ

クサを刈 らないように」 との立て札が立てられ,て いるcし か し、河り:1管理上やむを得ないのか、

クマ ノスズクサが茂 り、ジャ =ウ アゲハの舞 う時議 :こ :ゴ っさり河りII敷 〔堤防)の除草が行われる

ので、ジャヨウアゲハのメス:ま 九坊主になった堤坊上でウ
‐―ノスズクサを求めて うろうろしてい

る姿をしば しば 藝にし、かわいそ うこ思っていた。また、ウマノスズク■ も弱つてきて断減 して

いる。その うちにこの場所の ウーt/ノ スズクサ t,ジ ャコウアゲハ も絶滅するのではないか と心配で

ある。

そのような状況にあるので、この珍 しい植物 とチ 爵ウを保護するべ く、一昨年の晩秋 :こ ウマ ノ

スズタサの地下茎を 5セ ンチばか り機 り取 り、な らやまのベースキャンプの一隅に移種 してみた。

さいわい、これが うまく根付き、会員の有志がいろいろ世話 してくださつたので今では立派な姿

に成長 している。

そこで、こ鍮春、住保り||で維々と命を繋いでいるジャコウアデハの幼虫を少 しばか りならやま

に移 してみたところ、初夏のある日、立派なチ 責ウになってならやまの園地に姿を現 し、私たち

を大喜びさせた。 メスのチ ョウは早速 ウマ ノスズクサに寄 り添つて産卵行動を始めたので、この

場所が二世以下の故郷になること間違いなしである。ジャコウアゲハはこの付近でまま4月 、6月 、

9月 に成虫が現れれる。今後が大いに楽 しみであるc

ちなみに、名前の由来は、ウマノスズクサは、花が馬の首に付けた鈴に似ているからと、また、

ジャ菫ウアゲハは、このチ ョウのオスの腹部か ら藤香のような香 りを患すか らと言われている。

亀
．

■虚
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鶏 菫 鰈 鶯 畿

610例会。機生の里。青甕渡か印象的。羅日に :ま 風の簑がある。

これか らもご健吟のほどを。

鋼量のIる 貧鵡奇鋳嵐

震曇だつむ金`らやら爽 くk,(

者颯次ダ年の機のれ鏡づ″t

絆の民着倉jた のエネス

オ オ ル リ の 奥 力 い づ くや 意 安

夏鳥の端 りが樹間に響 く。素人には聞き分けが出来ず、

「京女」はオオルリの異名。

経ホ 曖ヘ

経ネ 麟ヘ

|)1幕  恭久

!:1幕  秀久

柳社にはも、るさとの原風景が残る。隻眼の十兵衛に扮 してチャンバラ

こっこの日々が懐か しい。

駒ゾャガの質の機殖強や早堀 ウす ル|ヰ 券久

6層 、量種の馬鈴薯を撮 る。実は塊茎に豊か。大小の違いはあれど

収穫は l_々 。花が爆め しげに、「 まだ早いぞJと 声なき声。

山講滅4そそ今畿今えを   1サ 1幕 芥久

7月 例会。炎暑の中、元」』主から鳴′ま1峠 を生駒越え。本陰道で 1ま

大汗が快汗となる。「 千」を三つ並べて「三千世界 J o iliく 仏の

功徳を騒 う。句は漠字の羅列、ちょっと邪道かな。

:サ :ヰ  恭久

残念至極。

iO



ゴミを土 :こ震す魔銹顆農ブ夢ムシ

一やさしい昆虫講座 (第 11話)一

カブ トムシと言えば皆さんよくご存無です

ね。では翻本には何種類、世界では何種鞣

らいいるかご存知ですか ? 園本ではカブ ト

ムシ、タイワンカブ トムシ、コカプ トムシの

3種類ですが、世界には 1300種類あまり記録

されています。 話本のカプ トムシは最大で わ

c難 ですが、薦米に生息するヘルクレスオオカ

ブ トムシは角の先まで灘ると 13c塾 あります。

手の平いつぱいの大きなものです。力強くて、

騨の爪でしつかり捕まれるとう|つ 張つたくら

いでは離れません。たぶん手の皮が破れて血

だらけになることでしよう。

よく彗立つ角 !ま頭 と背中 (胸部)にあり、

大きさ、数、形 lま種類によつてまちまちです。

クフガタムシとの区別 :ま分かりますか? ク

フガタムシもいろいろな種類がいて、立派な

角のような物を備えています。よく見てくだ

さい。これは歯 (牙)が変化したもので、回

のところから左右に 1対、前方に突き出てい

ます。頭や背中には突起はありません。

カブ トムシ′)待 輩はみんな甘い物好きで、

番本ではクヌギの構液が主体ですが、南米や

東南アジアの熱帯地方では、バナナ、パイナ

ップル、サ :ヽ ウキビなどを主食にしています。

幼虫iま どの種類も魔つた樹、落ち葉、堆鯉

などの中に住んでいます。体色は白色～黄白

色で、掘 り轟すと体を指輪のように丸める習

性があります。柔らかで押さえるとたやすく

本村 裕

潰れるようにみえますが、表面 |ま 弾力に富ん

でいてしつかつしています。メス成虫が上の

中に潜つて局ヽさな白いピンポン球のような卵

を産みます。ジ澪からふ化 した幼虫は土中の統

りかかった有権物を食べて大きくなります。

それゆえ、チップや堆組は大好物です。

カブ トムシの議議はコガネムシです。カナ

ブンやマメコガネ、ハナムグリなども角はあ

りませんが親 しいお仲間です。成虫の形は違

っても幼虫はほとんどそつくりで、見分けは

つきません。コガネムシの幼虫を後生大事に

飼育し、カブ トムシを夢みる人もいます。肥

満児 と思われる幼虫ならカブ トムシに間違い

ないでしょう。

カブ トムシの幼虫はチップ、堆肥、しいた

けのほだ本の腐つた物など、繊維質いつぱい

の食事を渡いつばいとり、食べかすは糞とし

て土壌にもどします。一方コガネムシの幼虫

はどちらかと言えば生きた植物の根が好物で、

種本鉢の草花や苗本の根を食い荒らしてじわ

じわと首を絞めるように種物

争]弓21L]r藝纏禽曇基曇 塁
家からは嫌われています。な

らやま特産有機栽培のサツマイそのいもの表

面が傷だらけ!こ なつているのは、ニガネムシ

の幼虫がお先に失礼した痕です。モグラやオ

ケラが犯人と思つている方もいますが、モグ

ラカギ濤れ衣だ」と怒つていました。

幸

　

鳴
∫



失礼 じちゃ うなァ～ ガッカメ:: 小関 久美子

滋賀県一乗谷まま、携帯電話のパパ・カイ君

の■、るさとです.朝倉氏遺跡交流館で子育て

tノ ていた私の銀下に元気なおば様たちの賑や

かな声。暫く lン たら「この鳥何 ?」
「綺麗やネ

ェ 何?何ていう鳥?」 ワイフイ。 この渋い色

を綺麗 と褒めて頂くのはいい気分ですが、私

のことを知 らない?う そでしぶ l彼女たちか

ら私の自慢の燕尾は見えなかったし、子供た

ちも見えなかったのですが。それにしてもこ

の有名鳥をご存無ないとは・・.本当にガッカリです。「土食って虫食ってしぶ～ィ や

だなァ～ ぶ～ィ ぶィ」この会の皆さんは当つて下さいますよねェ. ツバメが電線に

止まつている姿はお場1染みですが、電線が無かつた頃はどうしていたのでしょう。F名

所江戸百景』で広重が水路の杭に止まっているツバメを描いています。家も無かったも

っと大昔、ツバメたちはどんな所で巣を作り止っていたのでし́ょう。

自然をちょっぴリ しヽただきま～す 西谷範子

7月 になると何処からともなくあちこちに芽を出してくるスベ リヒユ (スベリヒユ科)。

8月 は絶頂期で地を這 うように広がり、6～8ミ リの 5弁の黄色の小花を咲かせる。

茎 |ま赤紫色で水分を多く含み、長再形の葉も多肉質。

大きな株をがさっと抜くと、一株でも充分なほど枝葉がある。

下の方の圏い所を落として、全草食べられる。

山形の方では、夏野菜として重宝される山菜である。

ぬめりと酸味のある独特の食感があり、脂訪酸を多く含む。

やわらかい所をさっと茄でて使 う。アク|まないのでそのまま

おひたし、サラダ、和え物にできるが、酢を加えた料理が合 う。

さっばリドレッシング、鰹節と二杯酢、梅醤油なえ、芥子醤油和え、味噌汁やスープ

の実、特に酢味噌和えは絶品。納豆とまぜてもいい。

葉にぬめりが多いので、嫌な人は少 し太めの茎だけを使い、酢味噌をかけて供すると

酒の肴に持つてこいである。

瀞:尿作用があり、業をつぶした汁は虫きされに効くとか?

一度にたくさん食べろと下痢しやすいが,それほど食べる事はない。

ご導電島tt機が轟

12
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ち了きしょう文彦

☆キジママのその後 御所の畑で 6月 19驀 に

卵を 4個見つ !す 25日 には 5個になり27日 に

はキジママが しつかりと抱卵。 ところが 7月 9

日近 くの電信柱の上でカラスが・・・。心配 し

ていたをすれ ど13日 もキジママがべつたりと巣

!こ 。

今 日17日 4日 振 りに畑にいつたら巣はもぬけ

のから・・ 。。卵の殻もない・・ 。みんなどこ

に行つたの ?舞化した.ら すぐ歩いて移動するの

かな?殻 :ま食べたの ?

去年のようにサツマイモの畝の中からぞろ

ぞろでてくるのかな??だ らけです。

(斎藤)

☆ 15日 竜爾り|;河 口で茶色い動くものが 。・・

ネコ?イ ヌ?双眼鏡で見るとなんと子ダヌキでし

た。タヌキはここ何年か見なくなつていました。

誰もいないので一人で見ていました。顔がユーモ

ラスでした。

18日 もういないと思つていた子ダヌキがまた畠

て来ました。今回は写真に撮れましたが、結れ草

などと保護色でした。帰ろうとすると、ゲゲゲ

ゲ 。こと|す たたましい声でキジが飛び轟してきま

した。どうも、子ダヌキに驚かされたようでしたG

写真で見ると子 ?ダヌキかなです。でも土手に

いる時は本当に小さく見えたのです。 (勝覇)

あ 兄ヽ貴二本が伐られちゃつた。まだまだ

元気だと思つていた :す ど、自転車道へ倒れて

バラバラだ。いよいよ私の番だ。根つこから

扇形に三本に分かれて育った悴良し兄弟だつ

たのに '・ ・・。年なのか、そ

れ とt)病気だつたのかな、まだ

まだ艶のよい肌なのに悔 しいな

あ.仕方ない事なのでしょうが、

消えて行 く私の菫生を誰かに知

っておいてほしいのです。音この

近くの畑に通 う翁がいました。まだ一人がや

つと通れる位の道でした。竹や杉・蔦ばかり

で殺風景な所でした。

翁が長いキセルで一服吸う度に、ちよつと花

の咲く木でもあればホッとするのになあと思

い、ヒョロつとたよりない私を優しく植えて

くれまし′たっ

私達が満開の下で、おい

しそ うにおにぎ りを頬張

ってお られたのが懐か し

く思い出されます。その翁

もいつか らか見えな くな

りました。ここから見える

所に何本か桜を植えてくださった様子。大勢の

翁達のお世話を頂いて見事に咲いてくれるでし

ょう。高い所から見守つてます。

「羹桜参 の国懇』

竹本 雅8召













「ならやま」の3つの議繭ξこついて

「ならやまJでの景観環境保全活動は、ここ 1～ 2年の間に、奈良県から委託 される地域 :ま倍

増 し、活動分野も多様になつて来ました。このことはならやまプロジェク トがスター トして以来、

着実に積み 上げてきた実績に対する、社会の注 辱とさらなる事待の表れ ともいえます。

今年度 iま 、里彙林における「ナラ枯れ問題」とい う喫緊の課題への対応に加えて、全国植樹祭

への協賛事業 として「佐保 自然の森植樹計画」、「ならやま彩 りの森計画」3つの大きな事業を進

めています。これ らにつきましては折 りに触れてお熱 らせ していますが、この機会に、これ ら3

つの計画の概要についてご報告いた します。

会員母皆様におかれましては、一層のご理解を賜 り、より多くの方々が ゴ参驚 くだるようお願

いいたします。

<な らやま 3つの計画の実施エ リア>

■ヽ Fヽ義妻

(A)「ならやま里山林」再生計画 (ナ ラ枯れ調査と萌芽更新試験)

(B)「佐保自然の森」植樹計画 (生物多様性豊かな森づくり)

(C)「ならやま彩りの森」植樹計画 (自 転車道沿いの景観づくり)
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(A)「 な らや ま里 彙林 」 再 生 計画 (ナ ラ枯れ調査 と護芽更新試験 )

ならやま三山林の基礎整備はほぼ一段落 しましたが、アカマツが松桂れで全滅 し、残る主要樹

種のコナラ:ま老齢イ乙が進 目立っています。今後 どのような三山林に再生すべきかを検討する中で、

コすラのナラ枯問題が緊急の課題 として浮かび上が りました。

ならやまプロジェク トでは、本年度から 5ヵ 年間を目処に、専 F電 家のご意見などを伺いなが

ら、「ナラ桂れ対策」と「コナラの更新」に本格的に取 り組むことにしました。

幸いなことに、「ナラ議れ対策」についてまま、独立法人 「森林総合研究所」のご指導が得 られる

ことになり、「コナラ林更新」については、奈良県森林技術センターと萌芽再生試験を協同で実

施することになりました。 この取 り組みを行いながらナラ枯れ現象や対処法等について外部に

も発信 しつつ、ならやま里占林の健康な森作 りを進めていきたいと思います。

≪施策の概要≫

(1)ナ ラ枯れ対策

① 全コナラ基本台帳の1年成

② 権れ兆候の早期発見

③ 被災木等の処理法。摯1用 法の開発

④ すラ枯れの根本原霧である老齢化対策

⑤ その他ナラ枯れ予防法の調査 など

樹木番号、書径、形状を記録 (7月 完了)

捕虫シー トと目視による

薪作 り。菌類作 りなどの検討

萌芽更新などの里山再生法の検討

(2)蒻芽再生実験

萌芽とは L/1jり 倒 した本の株から新しく芽が出ますが、これを利用 して本を再生する方法を萌芽更

新と言います。この方法の実行可能性を、奈良県森林センターと協同で 5年間をかけて検証 します。

現地調査により、里 [上」林の南西斜面の日当たりのいい場所 (El地区)に 20mx20mの 試験区

を設定しましたc本年度は関係部署と協議 しながら、以下の試験を実施 します。

試験区内の全本調査 (種類、樹径、樹高等)

試験区内樹木を皆伐して萌芽状況の調査

樹齢 と萌芽発生能力の関連の調査

(老齢本は萌芽能力が低下します)

萌芽の生育状況の追跡調査

(注)昨年 12月 にテス ト伐採 したコナラ

(直径 25cm)に は、旺盛な萌芽の

発生が観察されています。 (A地区)

①

②

③

④

萌芽更新の試験区 (El地区 No.13)



(B)確 保 轟然 母森 」 植 続 計 画 (生物多様性豊かな森づ くり)

地域の自然の再生・保全ほどうあるべきか。私たちは、奈良県風致景観課のご支援と多くの方々から

のご意見をいただき、この約 1ヘクタールの主地を自然舞境の変イ江に強く、「生物多様性豊かな森」とし

て再生するために、以下の基本方針で活動してきましたの

(1)生物多様性豊かな、男るい森を育てる。

(2)年中、花が咲き、実がなり、昆虫や鳥たちが生活できる空間をつくる。

(3)地域固有の種子を大切にし、現存の積本や草は出来る限り残す。

(4)自 然環境の変化に対応できるように、樹木間の競争関係を生み出し、同種の樹本であつて t〕 、異

なる年令の彗本を植えるc

(5)人三的な環境整備 |ま 出来る限り避けて、生物本来の環境適用能力を活用する.

(6)整備後も経過観察を続け、書然の保全 。再生の推移を見守る。

なお、 1轟 地名を大切にし、地域の音さま方に大切にしていただくために、「性保自然の森」と名付けま

した。公巽イベン ト「植樹祭」は、 11弓 20署 に開催 される 「第 35画全国育樹祭」に合わせて実施

する予定です.

<性保自然の森 植栽計画・配置図&樹木):嗜本数>
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(C)「ならやま彩りの森」積構計画 (妻 転車道沿いの景観づくり)

(1)概  要

三 :[瑾 美化活動の一環として「黒道奈良西の京斑鴻自転車道沿いの植樹事業」を進めてきましたが、今回

基称を「ならやま彩りの森プロジエクトJと して、会の全体事業として推進します。

「ならやま活動地区の谷部」に、自転革道寄 りは「やまさくら」南4則 i■ 裾は 「カエデ類Jを植え、な

らやま谷部の春、秋の季節により美 しい彩 りを添える事業です。 (地図参照)

本年 11月 20轟 に全国育樹祭が奈良県で開催されるに当たり、その関連イベン トとして奈良県とタイ

アップして実施し′ます。

また、本年度の事業費用はその大半をすでに承認済みの「瀬戸内オリーブ基金」の助成により鶏います。

(2)事業の推進

O この事業を 11月 20日 の育樹祭に合わせて行えるよう、準備作業を進めています。時間約余裕

1)少なく、かつ作業にはかなりのマンパワーを必要としますので、会の全員で協力しあう.

② 作業の蕎滑な推進のため、作業ごとにリーダーをおき、その指示にしたがつて進めます。

作業リーダー!ま 、総推 :水本、ササメ1り 関連 :メ t本、す木関連 :森、真砂土・チップ関連 :鈴木、

マンパワー関連 :古 jll、 植蓑関連 :木村 (裕 )、 塩本、の各氏です。

(3)作  業

① 作業は植栽予定地の東側からすサメ1り を開始し、西に向ますて作業を進めます。樹本の間伐もこ

の作業に従つて進めます。

② 3号地西端の残つているササ藪の刈り取りは、作業面での困難性、刈り取つたササの処分など

から他の作業の流れを見ながら行います。

③ 既存の樹木、地盤状況を見て植栽場所の位置を決めます。

④ 植え床工事と植え床に使用する真砂土、チップ (外部から搬入)は所定の場所で混合し、指定

箇所に仮置きし、そこから植樹位置まで運びます。 (こ れらは業者に委託予定)

⑥ 植樹は、水路に沿つてカエデ類約 120本、自転車道に治ってヤマザクラ約 30本、を約 5メ ー ト

ル間隔で植え各本に支柱設置します。

＼

き

1■キェデ植裁       壺 やまさくら植栽

これはイメージ図ですから実畔の場所、本数を表したも●棋

ありません.

2011.8.1 奈良 。人 と自然の会

<な らやま彩 りの森 植栽計画・配置図>
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